
安全のために
警告表示の意味
取扱説明書、製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよく
理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などにより死
亡や大けがなど人身事故の原因となります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

下記の注意を守らないと

火災・感電により死亡や
大けがの原因となります。

本機はDC12Vマイナスアース車専用で
す
大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車な

ど、24V車で使用すると火災などの原因となり
ます。

運転操作や車体の可動部を妨げないよう
に取り付ける
運転の妨げになる場所、車体の可動部の妨げに

なる場所に取り付けや配線をすると、事故や感

電、火災の原因となります。

•ネジやシートレールなどの可動部にコード類
をはさみ込まない。

•コード類はまとめる。
•ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダ
ルなどが正しく操作できることを確認する。

ステアリングやブレーキ系統、タンクな
どにある車の性能を維持するための部品
を使わない
車体のボルトやナットを利用するとき、ステア

リングやブレーキ系統、タンクなどの部品を使

うと、制動不能や火災の原因となります。

取り付け、接続作業をするときには、必
ずイグニッションキーをOFFにする
か、キーを抜いておく
イグニッションキーをONにしたまま作業する
と、バッテリーあがりや、ショートにより

ヒューズ飛びや発煙などの危険があります。

下記の注意を守らないとけがをしたり
自動車に損害を与えたりすることがあります。

付属の部品で正しく取り付ける
他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、

しっかり固定できないなどで、火災やけがの原

因となることがあります。

安定した場所に取り付ける
振動の多いところや、天井などに取り付ける

と、製品が動く、落ちるなどにより、事故やけ

がの原因となることがあります。

本機の通風口や放熱板をふさがない
フロアカーペットの内側やマットの下などに設

置して通気口や放熱板などをふさぐと、内部に

熱がこもり、火災などの重大事故の原因となり

ます。

ヒューズ

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも
見られるところに必ず保管してください。

主な特長
XA-48FMは、別売りのナビシステム用のFMアンテナ分配器です。本機は、ご使用の車のアンテナよ
りFM電波を分配し、別売りのナビシステムに接続してFM文字多重放送およびVICS対応FM多重放送
を受信することができます。

構成品

取り付けと接続が終わったら
ブレーキランプやライト、ホーン、ウィンカーなど、すべての電装品が正しく動作することを確認し

てください。

ご注意

ドアやシート下のレールにコードがかからないようにしてください。コードがはさまって断線してし

まうことがあります。

1　FMアンテナ分配器 2　アンテナリモートコード

3　固定用クッション

正しい取付け
正しい操作で
安全運転

FMアンテナ分配器

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事
項を守らないと、火災や人身事
故になることがあります。
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取り付けはお買い上げ店に依頼する
本機の取り付けは車種や年式により異なり、
専門知識が必要です。万一、ご自分で取り付
けるときは、この取扱説明書に従って、正し
く取り付けてください。正しい取り付けをし
ないと、火災や感電または自動車の損傷の原
因となります。

「Sony online」は、インターネット上のソニーのエレク�
 トロニクスとエンターテインメントのホームページです。�

保証期間中の操作や取り付け・接続、故障に

関するお問い合わせは

テクニカルインフォメーションセンターへ

（モービルエレクトロニクス専用）

0120-64-0131（フリーダイヤル）

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多
い場所には取り付けない
上記のような場所に取り付けると、火災や感電

の原因となります。

パイプ類、タンク、電気配線などを傷つ
けない
火災の原因となります。車体に穴を開けて取り

付けるときは、パイプ類、タンク電気配線など

の位置を確認してください。

分解や改造をしない
火災や感電、事故の原因となります。

電源リード線の被覆を切って、他の機器の電源

を取ると、リード線の電流容量を超えてしまい

ます。内部の点検や修理はお買い上げ店または

ソニーサービス窓口にご依頼ください。

規定容量のヒューズを使う
ヒューズを交換するときは、必ず電源コードの

ヒューズケースまたは本体に記された規定容量

のアンペア数のものをお使いください。規定容

量を超えるヒューズを使うと、火災の原因とな

ります。
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本体の取り付け

取り付けについてのご注意
助手席の下など、同乗者に危険がなく、運転の障害にならない通風の良い場所を選んで取り付けてく

ださい。

次のような取り付け場所は避けてください。

•雨が吹き込むなどの水がかかる所や湿気の多い所
•ほこりの多い所
•しっかりした取り付けのできないような振動の多い所
•配線コードやパイプが下を通っている所
•運転席の下などのブレーキペダルにはさまってしまうおそれのある所

取り付け方法
FMアンテナ分配器1の取り付けは、固定用クッション3で行ってください。

接続

ショート事故を防ぐために
作業中のショート事故防止のため、電源コード（赤色コード）の接続は必ず最後に行ってください。

ヒューズ
電源コードの中間にあるヒューズが切れたときは、配線などをチェックして必ず原因を確かめ、適切

な処置をしてください。その後、ヒューズケースに記してある規定容量（アンペア数）のヒューズと

交換してください。規定容量以上のヒューズや針金で代用することは大変危険です。

純正アンテナブースターの接続
ご使用の車のリアガラスまたはサイドガラスにプリント線状のFM/AMアンテナが内蔵されている場
合、車種によっては、純正アンテナブースターの車両側の電源供給コードに接続する必要がありま

す。この場合、パワーアンテナコントロールリード（青色コード）または、アクセサリー電源コード

（赤色コード）を接続してください。

詳しくは、お買い上げ店にご相談ください。

FMアンテナ
分配器1

固定用クッション3

取り付け面へ

RFモジュレーター（別売り）を接続するとき

最大許容電流0.1A

ヒューズ

アクセサリー（ACC）電源へ
（必ず先に、下のカーオーディオのアンテ
ナコネクターへの接続（アンテナコードの
接続）をしてください。）

RFモジュレーターCDX-525RF（別売り）

車両側のパワーアンテナ
コントロール電源コード
（パワーアンテナコントロールリード）

お手持ちのカーラジオのパワーアンテナ
コントロール電源コード（パワーアンテ
ナコントロールリード）

RFモジュレーターCDX-525RFを接続するときは、アンテナケーブルの配線順序にご注意ください。
アンテナコードの配線はFMアンテナ分配器1に接続してから、RFモジュレーターに接続してください。
FMアンテナ分配器1とRFモジュレーターの順序を逆にして接続すると、RFモジュレーターを使用する機器を動作させ
たときに、VICSやD-GPS、FM文字多重放送が受信できなくなります。

カーオーディオのアンテナコネクターへ*1

カーアンテナより*1

*1 トヨタ車の場合は、本機のアンテナ端子をそのまま接続できます。トヨタ車以外の車種では、別売りのア
ンテナ変換コードが必要になる場合があります。詳しくは、お買い上げ店にご相談ください。

*2 ナビシステムの機種によっては、アンテナリモートコード2に相当するコードがナビシステムの電源
コード側に付いています。この場合は、本機のアンテナリモートコード2は使用しません。

カーオーディオの
アンテナコネクターへ

代表的な車両配線コネクターの例（下記以外の場合はお買い上げ店にご相談ください。）
日産車の例

’93.8以降
トヨタ車の例 ホンダ車の例

アンテナコントロール電源端子

お手持ちのカーラジオ

車両側の配線コネクターがギボシ加工されていないときは、上図
のようにアンテナコントロール電源端子のコードを切断し、市販
のギボシ端子を取り付けてください。
（車両側にパワーアンテナコントロール電源がない場合や、手動
式のロッドアンテナの場合は接続の必要はありません。）

’97.8以前 ’97.8以降*3’93.8以前

*3 対象車種は、アコードセダン、アコードワゴン、トルネオセダン、CR-V、オデッセイ、シビックRです。（1998年1月現在）

保護素子

保護素子は絶対に向きを逆に
取り付けないで下さい。

電源コード（ナビシステムに付属）

青色コード（0.15m）

アンテナリモート
コード2（青色）*2

（5.5m）

接続図

赤（0.3m）

（0.14m）

アンテナコード（0.35m）

（5.5m）

ナビシステム（別売り）（背面）

FMアンテナ分配器1


